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　国労は生活が改善されるように年末手当の交渉で求めて行きます。今後、皆さんの
声を集約するために年末手当アンケートを実施します。ご協力お願い致します。

　ＪＲ東日本の第１四半期決算が７月２８日に発表されました。連結決算では、コ
ロナ禍からの需要回復で営業収益は３期連続の増収となり、４４８億円 (前年比＋
２５８億円 )の黒字となりました。特に鉄道利用者の回復により鉄道運輸収入はコロ
ナ前比で約９０％の水準まで回復しています。
　また、インバウンドはコロナ前の７２.０％まで回復していますが、中国の団体旅行
が解禁され、今後は更に回復が見込まれています。

　厚生労働省が発表した６月の毎月勤労統計調査によると、実質
賃金は前年同月比１.６％減となっています。マイナスは１５ヵ月
連続となっています。春闘で賃上げがされましたが、物価上昇に
は追い付かない状況が続いています。また、６月から電気代が値
上げされ、生活に大きな負担が掛かっています。


